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ページをめくれば夢中になれる本の世界（関連ページは２ページ）

“本が好き
”

“本が好き
”



　

ら
・
ら
・
か
ん
ら
内
に
あ
る
甘
楽
町
図

書
館
に
は
、
司
書
３
人
が
い
ま
す
。

　

司
書
と
は【
本
を
貸
し
出
す
仕
事
を
す

る
人
】と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
図
書
館
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
日
々

新
し
い
知
識
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
く
出
版
さ
れ
た
本
を
読
み
た
い

な
」「
〇
〇
の
古
い
歴
史
を
調
べ
た
い
け
ど
、

い
い
資
料
は
あ
る
か
な
」「
レ
ポ
ー
ト
っ
て

ど
う
書
い
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
は
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
や

記
録
を
収
集
・
保
存
し
て
お
り
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
本
や
情
報
と
の
出

合
い
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

本
の
専
門
家

司
書
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

図書図 館は、新新聞・聞・雑誌雑 ・コミッッッッッミッックククククなクなクなクななクななななどどどどど気ど気ど気ど気ど気気軽に軽に軽軽にに軽に軽ににににに軽ににに軽に軽にに読め読め読め読め読め読め読め読読読読読め読読読め読める本る本る本る本本本本本る本本本る本本本もたもたもたもたもたもたもたもたもたたたたたもたたたくさくさくさくささんそんそそんんそそんそそそそそそそそそろろろろろろえろえろえろえろえろろえろえろろろえろろろろろろろろろろろろ てててて
います。ここにはには心を心を彩るるるるる本と本本本と本と本本本とととととととととののののの出の出ののののの出出出合合合合い合 、、甘、甘甘甘甘甘甘甘甘楽町楽町楽町楽町ならならならならならならならららららららららららではではではではではではでははではでははではの人の人の人の人の人の人人人のののの人のの と人と人とと人と人と人と人と人人人とをととををををとをををとををををををとををををとををつつなつなつなつなつなつつ ぐぐぐぐぐ
温かな出会いもありまりまりまりまりまままりり すす。す。す。す。す。す。。。す たたたたたくたくたたくくくささささんささんささささささささ の本本本の本本本本本本本本本本本本がががあがあがあがあが なたなたなたなたたたたたをおをおをおをおをおをおをおをおをお待ち待ち待ち待ち待ち待ち待ち待ちち待 ししてしてしてしてしてしてていままいまいいます。す。す。。。。す。す。す。。す。す。。す。。。

■ ■ 問いいいいいいいいいいいいいいいいい合わわせ　せせせ 甘楽甘楽甘楽甘 町図町図書館書館書書館館書館書書 ☎☎☎☎☎☎☎700777700770000007070077070--4-4-4-4660000■ ■ 問い問問いいいいいいい問いいいいいいいいいい合わわ合 せせせせ 甘楽甘楽甘楽甘楽甘楽町図町図町図町図図町図図図書館書館館館書館書館書館書館書館書館書館 ☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎☎77707077777070707000070077070700770707 ---4-44-44666600000

　町の図書館にない資料
は県内各館からの取り寄
せや国立国会図書館を利
用した調べものにも対応
します。お気軽にお声掛
けください。

　図書館の魅力ポイントは、
利用者さんが読みたい本に
幅広くお応えする新刊本の
購入です。あなたのリクエ
ストをお待ちしています。

学
び
の
機
会
を

　

お
手
伝
い
し
ま
す

特 集特 集 図書館に行こう図書館に行こう

英語のえほん、コミック、
レシピやアウトドアなど！
世界各国の雑誌約4,000種
が読み放題‼

ちょっとしたちょっとした
「スキマ時間」に楽しむ「スキマ時間」に楽しむ

蔵書数：６万6218冊、電子図書館：１万5842コンテンツ 【５月末現在】 
　　　　　　　　　　新作続々入荷中です！

町政の動き
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　図書館では、町内４小中学校図書主任合同連
絡会議を行い情報交換をしています。電子図書
館導入の際は、児童書の選定を各学校に協力い
ただきました。
　図書館と電子図書館、町内小中学校の蔵書が
「カーリル」というシステムでつながっていて、
調べ学習などの際には「○○に行けば◇◇の本が
読める！」の検索を簡単に行うことができます。
　このほか、小学２年生の生活科授業ではコミ
ュニティ施設を含む館内見学や本の貸出体験、
司書による読み聞かせを行っています。

　
「
あ
な
た
の
お
す
す
め
の
本
を
一

冊
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
た

ら
、ど
の
よ
う
な
本
を
あ
げ
ま
す
か
。

　

私
は
、
迷
わ
ず【
一
つ
の
花
】を
あ

げ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
物
語
は
、

教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
の
激
し
い
時
代
、
幼
い
ゆ
み

子
の
口
癖
は「
一
つ
ち
ょ
う
だ
い
」で

し
た
。
ゆ
み
子
の
父
親
が
出
征
す
る

日
、
父
を
見
送
る
た
め
に
母
と
遠
く

の
駅
ま
で
出
か
け
て
行
く
ゆ
み
子
。

「
お
じ
ぎ
り
一
つ
ち
ょ
う
だ
い
」ゆ
み

子
は
父
の
カ
バ
ン
の
中
に
、
こ
の
日

の
た
め
に
と
貴
重
な
お
米
で
作
っ
た

お
に
ぎ
り
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
し
た
。
ゆ
み
子
は
そ
の
大

切
な
お
に
ぎ
り
を
駅
に
着
く
ま
で
に

全
て
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も「
一
つ
ち
ょ
う
だ
い
」と

わ
が
ま
ま
を
言
う
ゆ
み
子
。そ
の
時
、

父
は
周
り
を
見
渡
し
、
駅
頭
に
咲
い

て
い
た
一
輪
の
コ
ス
モ
ス
を
摘
ん
で

ゆ
み
子
に
渡
し
ま
す
。「
大
切
に
す
る

ん
だ
よ
」と
一
つ
の
花
を
手
渡
す
と
、

父
は
出
征
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
。元
気
に
成
長
し
た

ゆ
み
子
の
家
は
た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ
ス

の
花
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
こ
に
父
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
…
。

　

私
は
、
館
長
に
な
る
前
、
38
年
間

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の【
一

つ
の
花
】を
子
ど
も
た
ち
と
学
習
す

る
た
び
に
、
戦
争
の
む
な
し
さ
や
悲

し
さ
、
親
子
の
愛
の
深
さ
に
胸
を
強

く
締
め
付
け
ら
れ
た
の
を
今
で
も
思

い
出
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
、
素
晴

ら
し
い
本
が
図
書
館
に
は
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
の
一

冊
を
探
し
に
図
書
館
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

本
の
魅
力
を
伝
え
た
い

館
長　
　

茂
木
伸
二

甘楽町ならではの連携 小中学校との協力コラボ

・
・
・
・

◀絵本の
　読み聞かせ

▼ブックトーク

　にこにこ甘楽の「子育て支援センター」には
『ぷちっとら・ら・かんら』、「地域包括支援セン
ター」には『オレンジ文庫』の本棚があります。
１～２カ月に一度人気の本や新刊の見直しを行
い、絵本やガイドブックなどの実用書、認知症
や介護を楽しく学べる本を置いています。司書
が出張して、子育て支援センターでは絵本の読
み聞かせ、地域包括支援センターでは本を紹介
するブックトークを行っています。
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実施日 受付時間 会　場
７月30日（日） 8：30～10：00 にこにこ甘楽

「結核・肺がん」「大腸がん」「前立腺がん」検診のご案内

■ 問い合わせ
　 健康課保健係 ☎67-5159

　

町
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
学
び
の
環
境

を
整
え
る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
生
徒
が
い
る
保
護
者
に
対
し

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

令
和
５
年
４
月
、
令
和
６
年

４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
へ
入
学
す
る（
し
た
）児

童
生
徒
の
保
護
者

支
給
額　

児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

支
給
時
期　

▼
令
和
５
年
４
月
入
学

　
　
　
　
　
　

７
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　

▼
令
和
６
年
４
月
入
学

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月

※
令
和
５
年
４
月
入
学
の
対
象
者
に
は
す

で
に
通
知
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

物
価
高
騰
就
学
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
福
祉
課
こ
ど
も
係
☎
(67）
５
１
９
４

　

町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
給

付
金
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者

令
和
５
年
６
月
１
日
時
点

で
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

令
和
５
年
度
の
住
民
税
が

世
帯
全
員
非
課
税
の
世
帯

主

給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

給
付
時
期　

７
月
27
日
㈭

※
受
給
に
あ
た
り
申
請
手
続
き
が
必
要
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
を
７
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
を
給
付
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
福
祉
課
福
祉
係
☎
(67）
５
１
６
２

実施日 時　　間 会　場

７
月
７
日
（金）

９：00～ 9：20 秋畑地域交流センター
９：50～10：20 第３区住民センター
10：40～11：10 上野公民館
11：30～12：00 にこにこ甘楽
14：00～14：30 国峰住民センター
15：00～15：30 善慶寺住民センター
16：00～16：30 にこにこ甘楽

実施日 時　　間 会　場

７
月
10
日
（月）

  ９：00～ 9：40 ら・ら・かんら
対象：１～19区

10：00～10：30 庭谷公会堂
10：50～11：20 造石公会堂
11：40～12：00 金井研修センター
14：00～14：30 天引農村婦人の家
15：00～15：30 歴史民俗資料館

16：00～16：30 ら・ら・かんら
対象：20-1～28区

65歳以上、特に80歳以上の人は年１回結核検診（胸部レントゲン）を受けましょう。
大腸がんは日本人に一番多いがんですが、早期治療で治すことができます。

　８・９月実施の集団検診日は混雑が予想されます。国保特定健診や後期高齢者基本
健診を医療機関で受ける人は、下記の【がん検診実施日】を積極的にご利用ください。

結核検診は無料！結核検診は無料！

● 【結核・肺がん、大腸がん】検診　レントゲン車が公会堂を回ります！

●【前立腺がん、結核・肺がん、大腸がん】検診

町政の動き
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■「令和５年春開始接種」を継続中です（８月末まで）「令和５年春開始接種」を継続中です（８月末まで）

使用ワクチン オミクロン株対応２価ワクチン
※今月からはファイザー社のワクチンに変更になります。
※国からの供給量により接種するワクチンを変更することがあります。

対象者 初回（１・２回目）接種を終了した以下の人で、前回の接種から３カ月以上経過した人
●65歳以上の人
●基礎疾患などのある人（５～64歳）
●医療・介護施設などの従事者
※64歳以下の人は町に申請が必要です。

新型コロナワクチン接種のお知らせ
■問い合わせ 新型コロナウイルス感染症予防対策室 ☎67-5159　FAX67-7066

　【生後６カ月～11歳の接種】と、【12歳以上の初回（１・２回目）接種】も継続中です。
　接種を希望する人は、お手元の接種券で予約をしてください。

■  「「子ども」と「１・２回目の接種」も継続中です子ども」と「１・２回目の接種」も継続中です

感染症対策 個人や事業者の判断で実施します。（手洗いや換気は有効です）

感染者、濃厚接触者の扱い
感染した場合は、５日間の外出自粛を推奨します。同居人が陽性となった場合に
は外出自粛は求めませんが、５日間は体調に注意、７日間は不織布マスクを着用
し、重症化リスクの高い人との接触は控えましょう。（発症日を０日目とします）

受診できる医療機関

まずはかかりつけ医に相談しましょう。かかりつけ医がいない場合は群馬県ホー
ムページで医療機関をご確認ください。
※ 受診や体調不良に関する相談は下記施設で対応しています。
● 富岡保健福祉事務所 ☎62-1541　平日：午前８時30分～午後５時15分
●  群馬県受診相談センター ☎0570-070-567
　　 保健福祉事務所の受付時間外（土・日・祝日含む）

医療費
健康保険が適用され1～3割の自己負担が基本です。コロナ治療薬に限り９月末
まで薬剤費はかかりません。

■新型コロナウイルス感染症（第５類感染症）の対応について

➡ ５類感染症移行後の対応について、詳しくは厚生労働省ホーム
ページをご覧ください。

 　 　ワクチン接種の予約方法　　ワクチン接種の予約方法　　※「接種券付き予診票」を用意してください。

●コロナワクチン接種相談・予約センター
   ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時

●スマートフォン（LINE）
　　「富岡市公式LINEアカウント」を友だち登録してください。

▲富岡市
　公式LINE

予約には
券番号が
必要だよ

県HP▶
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医療保険分
（医療費のための負担）

後期高齢者支援金分
（後期高齢者医療制度のための負担）

介護保険分
（介護サービスのための負担）

　　　　　  課税所得額×７.0％ 　　　　　  課税所得額×２.4％ 　　　　　  課税所得額×１.8％

　　　

650,000円
変更前　200,000円

170,000円
変更後　220,000円

　 

39歳までの人・65歳以上74歳までの人 　40歳以上64歳までの人
医療保険分と後期高齢者支援金分を合計した額が国保税にな
ります。
※65歳以上の人は、介護保険料を別に納めていただきます。

医療保険分と後期高齢者支援金分と介護保険分
を合計した額が国保税になります。

2,170,000円×7.0％＝151,900円
計算例

2,170,000円×2.4％＝52,080円
計算例

2,170,000円×1.8％＝39,060円
計算例

１世帯当たり

【計算例】甘楽さん世帯の国保税額（年額）　400,100円    【計算例】甘楽さん世帯の国保税額（年額）　400,100円    

20,000円

納税する人は世帯主
世帯主が国保加入者であるなしに関わらず、世帯員に国保加入者がいれば世帯主が納税者です。

　お勤めされていた会社などをやむを得ず離職
された人については、申告していただくことに
より、当該年度を含む２年間軽減されます。
　手続きに必要なものなど詳しくは、住民課住
民税係にお問い合わせください。

国民　健康保険税（国保税）健康保険税（国保税）のしくみのしくみ

    非自発的離職者軽減制度非自発的離職者軽減制度

計260,100円（100円未満切り捨て） 計87,400円（100円未満切り捨て） 計52,600円（100円未満切り捨て）

１世帯当たり
7,400円

１世帯当たり
5,200円

１人　25,200円 半額の
12,600円

（40歳～64歳の人）１人　8,400円

　　　 　　　

★ 49,800円が補助金
として年度末に交付

１人　8,000円

４人分　88,200円 ４人分　28,000円 １人分　8,400円

★補助金 ★補助金 ★補助金 ★補助金

半額の
4,000円

【軽減対象者】
・失業時点で65歳未満の人で、「雇用保険受給資格者
証」または「雇用保険受給資格通知」の離職理由欄の
コード（２桁）が次のコードの人が対象です。
　離職コード  
　◇特定受給資格者◇  「11」「12」「21」「22」「31」「32」
　◇特定理由離職者◇  「23」「33」「34」

町政の動き
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区　分

税率
（額）

① 所　得　割
　所得（課税所得額）に応じて計算します。
　課税所得額…前年の総所得金額から
　基礎控除（43万円）を引いた額

② 均　等　割
　世帯員の国保加入者数に応じて計算します。

③ 平　等　割
　１世帯当たりの金額

　 国 保 税 額（①＋②＋③）

　　限　度　額

わたしたちの生活を支える税金わたしたちの生活を支える税金 国民　健康保険税（国保税）国民　 のしくみ
　国民健康保険は相互扶助の精神に基づき、加入者の病気やけがなどに保険給付を行うことを目的とする制度です。　国民健康保険は相互扶助の精神に基づき、加入者の病気やけがなどに保険給付を行うことを目的とする制度です。
その財源は、国保税と県からの補助金などで成り立っていますので、期限内の納付をお願いします。その財源は、国保税と県からの補助金などで成り立っていますので、期限内の納付をお願いします。
　納税通知書は、７月（１期）～翌年３月（９期）までの９回に分けて、口座振替または現金（　納税通知書は、７月（１期）～翌年３月（９期）までの９回に分けて、口座振替または現金（金融機関やコンビニ・ス金融機関やコンビニ・ス
マホ決済アプリなどマホ決済アプリなど）で納めていただきます。また、特別徴収（年金差し引き）の人は、４月・６月・８月・10月・12）で納めていただきます。また、特別徴収（年金差し引き）の人は、４月・６月・８月・10月・12
月・２月の６期（回）に分けて、年金から差し引いて納めていただきます。月・２月の６期（回）に分けて、年金から差し引いて納めていただきます。

■ 問い合わせ　住民課住民税係 ☎64-8312

保税額国 = 所得割＋均等割＋平等割

【計算例】
甘楽さん（夫、妻、子ども２人）の場合甘楽さん（夫、妻、子ども２人）の場合

総所得260万円の課税所得額は217万円（260万ー総所得260万円の課税所得額は217万円（260万ー
43万）です。国保税額の計算は右のとおりです。43万）です。国保税額の計算は右のとおりです。
※未就学児の均等割は半額になります。※未就学児の均等割は半額になります。

事業所得事業所得
260万円260万円

所得０円所得０円(　　　　)(　　　　)

所得割・均等割・平等割の計算をした結果、限度
額を超える場合、超えた部分は賦課されません。( )

夫42歳 妻39歳妻39歳 子13歳   子５歳子13歳   子５歳
(　　　　)未就学児未就学児

軽減割合 所得基準（加入者と世帯主の総所得）
７割軽減 43万円＋｛10万円×（年金・給与所得者の数ー１）｝　【改正なし】

５割軽減
変更前 43万円＋（28.5万円×加入者数）＋｛10万円×（年金・給与所得者の数ー１）｝
変更後 43万円＋（29万円×加入者数）＋｛10万円×（年金・給与所得者の数ー１）｝

２割軽減
変更前 43万円＋（52万円×加入者数）＋｛10万円×（年金・給与所得者の数ー１）｝
変更後 43万円＋（53.5万円×加入者数）＋｛10万円×（年金・給与所得者の数ー１）｝

※ 加入者数には、同じ世帯の中で国保から後期高齢者医療制度へ移行した人も含みます。

    軽減判定所得の見直し軽減判定所得の見直し

夫42歳夫42歳

　世帯（加入者と世帯主）の総所得に応じて、均等割・平
等割が軽減される制度です。今年度は法改正に伴い、５
割・２割軽減の範囲が拡大されました。

★ 18歳以下の子どもの均等割額は、★ 18歳以下の子どもの均等割額は、
一度お支払いいただきますが、年一度お支払いいただきますが、年
度末に補助金として交付されます。度末に補助金として交付されます。町独自支援町独自支援
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

保
険
証
を
更
新
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

  

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

国民健康保険被保険者証

●対象者：国民健康保険に加入している人
●有効期間：８月１日～令和６年７月31日
　 ※期間中に75歳を迎える人の有効期限は誕
生日の前日です。
●お願い：職場の健康保険に加入したときな
どは、速やかに本人またはご家族が国民健
康保険の脱退手続きを役場窓口でしてくだ
さい。

　

現
在
使
用
し
て
い
る「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」と「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
７
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が
届
い

た
ら
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

ご
自
身
で
破
棄
す
る
か
、
に
こ
に
こ
甘

楽
ま
た
は
役
場
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
に
同
封
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療被保険者証

●対象者 :75歳以上の人と65歳以上で一定
の障害のある人
●有効期間：８月１日～令和６年７月31日
●負担割合：１割・２割・３割

負担
割合 判定基準

３割 住民税課税所得 145万円以上

２割

世帯内の後期高齢者医療の人の人数
によって条件が異なります。
【１人の場合】住民税課税所得28万
円以上145万円未満で年金収入＋そ
の他の合計所得金額が200万円以上
【２人以上の場合】住民税課税所得28
万円以上145万円未満で年金収入＋そ
の他の合計所得金額が320万円以上

１割 非課税世帯、上記以外の世帯

医療機関などの窓口で
支払う自己負担の割合
が記載されています。

　同一世帯の被保険者の令和５年度の
住民税課税所得により判定されます。

70 歳未満の人

70歳から 74歳の人

見 本見 本

見 本見 本

色は「緑色」です

自己負担割合

色は「紫色」です

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
希
望
す
る
場
合

70～74歳の人は
「被保険者証 兼 高齢受給者証」です
　70～74歳の人は「被保険者証」に自己負
担割合が記載されています。
医療機関を受診するときは、１枚で受診
できます。

町政の動き
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示
す
る

と
、
病
院
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

下
表
に
該
当
す
る
人
で
交
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
健
康
課
国
保
係
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
一
般（
課
税
）

世
帯
」お
よ
び「
現
役
並
み
所
得
Ⅲ
」で

70
歳
か
ら
74
歳
の
人（
下
表
の
対
象
者

で
な
い
人
）は
、「
被
保
険
者
証
兼
高
齢

受
給
者
証
」を
提
示
す
る
こ
と
で
同
様

の
取
り
扱
い
が
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
現
在
交
付
を
受
け

て
い
る
人
も
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で

す
。
引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
認
定

証
の
発
効
期
日
は
申
請
月
の
初
日
と
な

り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
保
険
証

　

・
本
人
確
認
書
類

【対象者】 国民健康保険で国民健康保険で
70歳未満の人70歳未満の人　

国民健康保険で国民健康保険で
70～74歳の人70～74歳の人

後期高齢者医療の人後期高齢者医療の人
75歳以上の人75歳以上の人（早期加入の人を含む）（早期加入の人を含む）

限度額適用認定証 住民税課税世帯の人 現役並み所得Ⅰ・Ⅱの人　※２

限度額適用・標準
負担額減額認定証

国保加入者全員と世帯主が住民税非課税の人 住民税非課税世帯の人

※１  70歳未満の人は国保税を完納している世帯の人※１  70歳未満の人は国保税を完納している世帯の人
※ ２    現役並み所得Ⅰは課税所得145万円以上380万円未満、現役並み所得Ⅱ※ ２    現役並み所得Ⅰは課税所得145万円以上380万円未満、現役並み所得Ⅱ

は課税所得380万円以上690万円未満の人は課税所得380万円以上690万円未満の人

    

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

    

減
額
認
定
証
の
申
請

減
額
認
定
証
の
申
請

※１※１

  
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

令
和
４
年
分
の
所
得
状
況
を
、
町
で

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
所
得
税
が

非
課
税
の
人
は
引
き
続
き
受
給
資
格
者

証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
通
知
し

ま
す
。
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
は

交
付
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
分
所
得
を
申
告
し

て
い
な
い
人
は
、
交
付
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
申
告
の
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

至
急
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母

子
・
父
子
家
庭
、
父
母
の
い
な
い
18
歳

未
満
の
児
童
に
該
当
す
る
人
で
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
健
康
課
国
保
係

で
交
付
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
場

合
は
、受
給
資
格
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
毎
年
更
新
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
・
療
育

手
帳
判
定
Ａ
・
障
害
者
年
金
１
級
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該
当
し
て
い

て
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
健
康

課
国
保
係
で
交
付
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

　

・
本
人
確
認
書
類

　

※
重
度
心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
心

身
障
害
者
は
、
障
害
の
程
度
が
分

か
る
書
類（
手
帳
な
ど
）も
ご
提
出

く
だ
さ
い
。　

見本

   

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
受
給

  

資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

   

重
度
心
身
障
害
者
・

  

高
齢
重
度
心
身
障
害
者

  

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ
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氏　名 職業など 住　所 町との関係
飯　野　文　江 写真家 埼玉県上尾市 小幡出身
一ノ瀬　俊　和 元国立音楽大学教授 東京都稲城市 姉妹都市交流通訳
今　井　和　男 弁護士 東京都港区 小幡出身
古今亭　駒　子
（本名：高木厚子）落語家 東京都北区 小川出身

佐　藤　嘉　啓 会社社長 東京都青梅市 白倉出身
茂　原　史　則 NPO法人理事 埼玉県さいたま市 小幡出身
中　野　兼　志 会社社長 東京都世田谷区 秋畑出身
増　田　金　吾 東京学芸大学名誉教授 東京都杉並区 秋畑出身
柳　沢　正　人 日本画家 東京都世田谷区 姉妹都市交流

（令和５年７月１日現在。五十音順、敬称略）

松井　勉さん
（小幡・再任）

任　期　
令和５年６月24日から
令和９年６月23日まで

教
育

会
委
員

委
員

　

６
月
24
日
付
け
で
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

自衛官募集相談員は、隊員の募集や自衛隊
活動のＰＲなどを行う民間の協力者です。

任　期　令和５年６月１日から２年間

久保安美さん
（白倉・再任）

金井亨一さん
（国峰・再任）

　

６
月
１
日
付
け
で
、
２
人
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

紹

し

す

ま

介

自
衛

集

官
募

相
談
員

か
ん
ら
ふ
る
さ
と
大
使

■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎
(74）
３
１
３
３

「かんらふるさと大使」は、町に縁のある全国各地で活躍されている方々です。
７月１日付けで再任されましたので、ご紹介します。
　大使には、歴史や文化、観光など町に関する情報の発信・紹介をお願いし、
魅力あふれるまちづくりにつながる提言をいただいています。
　任期は令和７年６月30日までの２年間です。

今
、あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

今
、あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集

　

住
民
の
安
全
安
心
を
守
り
、
地
域
防

災
の
要
と
な
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

団
員
は
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
活
動
の
際
に
は
制
服
に

身
を
包
み
地
域
の
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」と
い
う
思
い
を
胸
に
、
日
ご
ろ

か
ら
住
民
へ
の
防
火
の
た
め
の
広
報
活

動
や
訓
練
、機
械
器
具
の
点
検
を
行
い
、

災
害
時
な
ど
に
は
消
火
・
警
戒
活
動
、

人
命
救
助
の
た
め
に
出
動
し
ま
す
。

離
れ
て
い
て
も　

応
援
し
て
い
ま
す

町政の動き
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都
市
地
域
か
ら
地
方
へ
住
所
を
移
し
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・

Ｐ
Ｒ
な
ど
の
地
域
お
こ
し
支
援
、
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど

の「
地
域
協
力
活
動
」を
行
い
な
が
ら
、

定
住
・
定
着
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　

６
月
１
日
、
新
た
に
２
人
を
任
命
し

現
在
５
人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

今
ま
で
の
経
歴
な
ど
は
？

　

大
学
卒
業
後
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
思
案
し
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
一
次
産
業
で

あ
り
、
父
も
従
事
し
て
い
る
有
機
農
業

を
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

町
で
の
活
動
は
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
多
く
の

人
々
と
関
わ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
農
家
の
方
々
か
ら
有
機
農
業
と

い
う
も
の
を
一
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　

就
農
し
一
人
で
も
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
け
る
よ
う
日
々
野
菜
と
向
き
合
い

研
究
に
励
み
た
い
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

持
続
可
能
な
農
業
と
い
う
観
点
か
ら

自
然
の
力
を
最
大
限
生
か
し
、
生
態
系

に
配
慮
し
な
が
ら
も
多
く
の
収
益
を
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
を
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
３
年
間
で

多
く
の
こ
と
を
学
び
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
ま
で
の
経
歴
な
ど
は
？

　

大
学
卒
業
後
、
製
薬
会
社
の
営
業
、

日
本
海
事
検
定
協
会
の
鑑
定
人
の
職
に

就
い
た
後
、
実
家
の
キ
ム
チ
屋
の
手
伝

い
を
経
て
独
立
開
業
し
、
昨
秋
ま
で
10

年
間
営
ん
で
い
ま
し
た
。

町
で
の
活
動
は
？

　

キ
ム
チ
屋
を
営
ん
で
い
る
時
か
ら
自

分
で
栽
培
し
た
唐
辛
子
と
ニ
ン
ニ
ク
で

商
品
を
作
り
た
い
と
思
い
畑
を
借
り
て

い
ま
し
た
。

　

甘
楽
町
で
は
本
格
的
に
農
業
を
学
び

な
が
ら
、
栽
培
し
た
唐
辛
子
と
ニ
ン
ニ

ク
を
使
用
し
た
キ
ム
チ
な
ど
の
商
品
を

開
発
・
販
売
し
て
生
計
を
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
甘
楽
町
で
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
こ
の
町
の
こ

と
、
そ
し
て
農
業
を
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

根
岸
瑞
木

　
　

25
歳
／
千
葉
県
成
田
市
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

髙　

勝
保40

歳
／
大
阪
府
守
口
市
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す　
　
　
　
　
■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎

（74）
３
１
３
３

女
性
団
員
も
活
躍
中
！

ラ
ッ
パ
隊
員
募
集

　

ラ
ッ
パ
隊
は
、
出
初
式
や
秋
季
検
閲

式
の
式
典
に
お
い
て
ラ
ッ
パ
吹
奏
を
行

う
機
能
別
消
防
団
員（
演
奏
の
み
を
行

う
団
員
）で
す
。

　

ラ
ッ
パ
の
音
で

伝
達
が
行
わ
れ
て

い
た
時
代
の
伝
統

を
守
り
受
け
継
ぎ
、

演
奏
を
通
じ
て
団

員
の
士
気
を
高
め

る
な
ど
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
楽
器

は
主
に
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
で
す
。
簡
単

な
演
奏
で
す
の
で
、

楽
器
の
経
験
が
な

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　

消
防
団
員
・
ラ
ッ
パ
隊
員
と
も
に

性
別
問
わ
ず
18
歳
以
上
で
、
町
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
は
入
団
で
き

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
総
務
課
庶
務

係
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
総
務
課
庶
務
係
☎
(74）
３
１
３
１

市
よ
り

！
募募

茂原町長から委嘱状を交付された
髙さん（写真左）と根岸さん（写真右）

ね
ぎ
し  

み
ず
き

こ
う    

す
ん
ぼ
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▲ カルラさん（左から２番目）と
町の人々との交流の様子

　両市町は相互交流を行うことで青少年の国際理解を深　両市町は相互交流を行うことで青少年の国際理解を深
め、国際感覚を身に付ける中で郷土愛も育んでもらおうめ、国際感覚を身に付ける中で郷土愛も育んでもらおう
と群馬県やイタリア文化会館などの協力を得ながら、姉と群馬県やイタリア文化会館などの協力を得ながら、姉
妹都市関係樹立に向けた協議を始めました。妹都市関係樹立に向けた協議を始めました。

　数カ月に及ぶ準備を経て、1983年10月20日にチェルタルド　数カ月に及ぶ準備を経て、1983年10月20日にチェルタルド
市にあるプレトリオ宮殿において「友好親善姉妹都市協定」が締結市にあるプレトリオ宮殿において「友好親善姉妹都市協定」が締結
され、今日まで40年にわたる交流が始まりました。され、今日まで40年にわたる交流が始まりました。

　1983（昭和58）年4月、甘楽町で開催された群馬県主催「ふるさ　1983（昭和58）年4月、甘楽町で開催された群馬県主催「ふるさ
と巡回サロン」に参加するため町を訪れていたイタリア人ジャーナと巡回サロン」に参加するため町を訪れていたイタリア人ジャーナ
リストのカルラ・ヴァシオさんより、城下町の風情が残る街並みリストのカルラ・ヴァシオさんより、城下町の風情が残る街並み
や郷土芸能などの伝統文化遺産を多く保有する点など、共通点のや郷土芸能などの伝統文化遺産を多く保有する点など、共通点の
多い甘楽町とチェルタルド市の姉妹都市提携が提案されました。多い甘楽町とチェルタルド市の姉妹都市提携が提案されました。

▲ 交流の始まりとなった姉妹都市協定書

▶
プ
レ
ト
リ
オ
宮
殿
で

協
定
書
に
署
名
す
る

梅
澤
助
役（
当
時
）

▶ 交流20周年記念の
共同宣言

◀ 交流10周年記念の
共同宣言

▲ 交流30周年記念の
共同宣言

甘楽町・チェルタルド市  姉妹都市交流 40周年記念
vol.2vol.2

連載２回目の今回は、チェルタルド市との交流が始まったきっかけをご紹介します。連載２回目の今回は、チェルタルド市との交流が始まったきっかけをご紹介します。
■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133

姉妹都市に向けた協議姉妹都市に向けた協議

姉妹都市協定の締結と交流のはじまり姉妹都市協定の締結と交流のはじまり

きっかけは一人のイタリア人女性きっかけは一人のイタリア人女性

殿
でで

外国の文化を外国の文化を

どうやって学ぶ
？

どうやって学ぶ
？

外国の家庭で外国の家庭で

ホームステイをホームステイを

してはみては？してはみては？

協定締結後は、節目ごとに協定締結後は、節目ごとに
姉妹都市の意義を確認しています！姉妹都市の意義を確認しています！

甘楽町とチェルタルド市は

どうして姉妹都市に

なったの？

お互いの文化や風景が
似ていたからなんだよ！
ストーリーを紹介するよ！

念念念念念
町政の動き
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　町内の空き家を有効活用し、移住・定住の促進や地域の活性化を図
るため「空き家バンク」制度を設けています。この制度は、空き家を
「売りたい・貸したい」という空き家所有者と、空き家を「買いたい・
借りたい」という移住・定住希望者を、町が橋渡しするものです。
　町内に個人所有の空き家をお持ちで、売却または賃貸を希望する人
は、ぜひ「空き家バンク」へ登録してください。
　今年度から空き家の片付けをしようとする人に、その経費の一部を
補助する制度が始まりました。
　詳しくはお問い合わせください。

“空き家”の有効活用しませんか“空き家”の有効活用しませんか
「空き家バンク」登録物件を募集中

■ 問い合わせ　企画課企画調整係 ☎74-3133

空き家バンク
情報はこちら→

養
蚕
文
化
の
伝
承
を

■
産
業
課
農
林
係
☎
(64）
８
３
１
９

　

町
で
は「
甘
楽
く
わ
の
実
桑
園
」を
活
用
し

養
蚕
文
化
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
桑
園

で
収
穫
し
た
マ
ル
ベ
リ
ー（
く
わ
の
実
）を
使

用
し
た「
ソ
ー
ス
づ
く
り
教
室
」が
６
月
17
日
、

ら
・
ら
・
か
ん
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
幡
在
住
の
山
田
さ
ゆ
り
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
13
人
の
参
加
者
が
マ
ル
ベ
リ
ー
ソ
ー

ス
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
５
月
27
日
か
ら
６
月
18
日
に
か

け
て
道
の
駅
や
信
州
屋
で
買
い
物
を
し
た
人

に
桑
園
で
マ
ル
ベ
リ
ー
の
も
ぎ
取
り
体
験
を

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
養
蚕

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ル
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス

マ
ル
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス

づ
く
り
教
室
を
開

づ
く
り
教
室
を
開
催

◀
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
一

緒
に
煮
詰
め
ま
す

空き家所有者空き家所有者 利用希望者利用希望者
① 空き家物件の
登録申し込み

① 空き家物件の
情報の閲覧

②交渉

空き家バンク空き家バンク
（甘楽町）（甘楽町）

町ホームページで空き家物
件の情報提供を行います。

協力事業者協力事業者
甘楽町空家情報
ネットワーク協
力事業者

③契約

②交渉

③契約

◀
煮
沸
し
た
び
ん
に

ソ
ー
ス
を
詰
め
ま
す
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紙類の分別にご協力ください

　「古着リサイクル回収」では、大勢の皆さんのご協力により、
10,570㎏の古着を回収しました。
　衣類は可燃ごみとして富岡市に処理委託しているため、今
回の回収で約50万円の処理経費が削減できました。
　回収した古着は、主に東南アジアへ輸出され再使用されま
す。また、タオルやシーツなどの布類は工業用品（ウエス、反
毛材）に加工され再生利用されます。

　　　　　 古着リサイクル回収　　　５
  

　町内一斉清掃「ごみゼロの日」が実施され、各地域で大勢の皆
さんに参加していただきました。ごみ拾い以外にも除草やどろ上げ
などが行われ、地域で力を合
わせ環境美化が行われました。

　　　　　 町内一斉清掃ごみゼロの日

可燃ごみ 200kg

不燃ごみ（金属） 80kg

不燃ごみ（その他） 50kg

タイヤ ４本
自転車 ３台
ファンヒーター １台
テレビ １台

ごみゼロの日　搬入量調べ

主な不燃ごみ

清掃「ごみゼ

　　　　　

９－2区９－2区４区４区

５区５区

23区23区

24区24区

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ vol.161

紙類は、大切な資源として再生処理されトイレットペーパーや箱などに
リサイクルされます。紙類の分別について改めて確認をお願いします。

新聞紙・チラシは、
それぞれ分けてしばる

新聞紙・折り込みチラシ 段ボール雑誌・古本 飲料紙パック雑がみ

箱類・包装紙など
一緒にしばるか、
紙袋に入れて出す

断面が
　　　　 のもの

カタログ誌・文庫
本・ノートなどを
一緒にしばる

詳しくはこちら▶

段ボールだけを
まとめてしばる

中をすすぎ、開い
て紙パックだけを
まとめてしばる

14

28

■ 問い合わせ　住民課環境係 ☎64-8315

28区28区

ご

み拾
ったよ

ご

み拾
ったよ

町政の動き
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青少推

家
庭
の
日　

心
を
こ
め
て　
「
あ
り
が
と
う
」　　
　
　
　
（
新
屋
小
４
年　

山
田
和
花
）

宝
物　

家
族
み
ん
な
で　

過
ご
す
日
　々
　
　
　
　
　
　
（
甘
楽
中
２
年　

森
田
望
花
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
４
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優

秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
４
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

　

国
民
年
金
は
、
経
済
的
な
理
由
で
納

付
が
困
難
な
場
合
に
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
に
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
10
年
ま
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
申
請
期
間
は
、
７
月

か
ら
令
和
６
年
６
月
ま
で
で
す
。
前
年

度
、
全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
と

な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
審
査
さ
れ
ま
す
が
、
失

業
な
ど
に
よ
る
特
例
申
請
、
４
分
の
１

免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
３
免
除
と

な
っ
て
い
る
人
は
継
続
免
除
が
適
用
さ

れ
な
い
た
め
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■  

問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

免
除
・
猶
予
の
申
請
手
続
き
を

保
険
料
の
全
部

　
　

ま
た
は
一
部
を
免
除

種　類 一般免除 納付猶予

月額の
保険料

全額免除 ４分の３
免除 半額免除 ４分の１

免除 ―
― 4,130円 8,260円 12,390円

対象者 第１号被保険者(任意加入被保険者・学生は対象外） 50歳未満の
第１号被保険者

審査基準 申請者・配偶者・世帯主それぞれの前年所得 申請者・配偶者
の前年所得

受けられる
期間 ７月から６月まで(納付期限日から２年を経過していない期間)

継続申請 可
（特例認定を除く） 不可 不可 不可 可

（特例認定を除く）
将来受け取
れる年金額 ２分の１ ８分の５ ４分の３ ８分の７ －

■一般免除・猶予制度の種類と対象者

産前産後期間の保険料も免除になります産前産後期間の保険料も免除になります

令
和
５
年
度
分
は

７
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　国民年金第１号被保険者が出産した際、出産予定日または出産日
が属する前月から４カ月間（単胎の場合）の保険料が免除され、保険
料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映されます。
　すでに前納している場合でも全額還付となります。出産予定日の
６カ月前から届け出できますので申請してください。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写

し（
失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の
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善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

茂原町長から感謝状を受け取る吉澤さん
（写真右）

●
群
馬
御
城
印
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
吉
澤
洋
紀
代
表
）

A
R
機
能
付
き
御
城
印
図
柄
マ
ン

ホ
ー
ル
の
ふ
た『
覇
王
織
田
信
長
血
脈

の
地
』を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
は
、
国
指
定

名
勝
楽
山
園
の
入
口
付
近
に
設
置
予

定
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ

を
使
い
A
R（
拡
張
現
実
：
現
実
世
界

を
立
体
的
に
読
み
取
り
、
仮
想
的
に

拡
張
す
る
技
術
）機
能
で
イ
ラ
ス
ト
が

浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
ま
す
。

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

中野 薫　明
惠理子 国　峰

山本 秀　夫
ちえ子 天　引

　結婚50周年（金婚
式）を迎えたご夫婦
に慶祝状と記念品
を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

　広報かんら６月号「社会福祉協議会だより」
の中でご紹介した記事内容の表記に誤りがあ
りましたので改めてご案内します。

トルコ・シリア地震救援金

●N
　ノ 　 ン 　 ナ 　

ONNAの会（長岡晴美代表） 42,720円

　寄付金は日本赤十字社群馬県支部を通じて
現地被災者支援活動のために役立てられます。

社会福祉協議会からのお知らせ

　町で行っていた「2023年トルコ・シリア
地震救援金」の受付は５月31日をもって終了
しました。救援金は、甘楽町社会福祉協議
会を通じて日本赤十字社群馬支部へ送られ、
被災者支援活動のために役立てられます。
　多くのあたたかいご支援・ご協力をいた
だき、ありがとうございました。
▶2023年トルコ・シリア地震救援金
　募金総額　123,288円

AR画像を使用した
設置後のイメージです

～ おめでとうございます ～

ふるさとづくり寄附金
事業の区分 氏　　　名 金　額

歴史を生かしたまちづくりに関する事業 堀口育男（茨城県水戸市） 70,000円

自然環境の保全に関する事業 堀口育男（茨城県水戸市） 30,000円

子育て支援に関する事業 長岡静江（神奈川県川崎市） 100,000円

産業の振興に関する事業 長岡勝美（神奈川県川崎市） 100,000円

（６月20日入金確認まで。敬称略、公表希望のみ掲載）

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

募金額の報告募金額の報告

　町では、結婚50周年（金婚）を
迎えるご夫婦を祝福しています。
　町内に引き続き５年以上お住
まいのご夫婦で、婚姻の届出後
50年が経過した日以後、いつで
も申請することができます。

町政の動き
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り
ら
き

甘
楽
人

―
こ
の
地
で
輝
く
―

富
田
製
麺
菊
池
崇
寛
さ
ん

　

製
粉
か
ら
加
工
ま
で
す
べ
て
を
行

う
製
麺
所
の
４
代
目
の
菊
池
さ
ん
。

町
内
産
の
小
麦
を
メ
イ
ン
に
し
た
う

ど
ん
は
、
創
業
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
製

法
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
さ
ん
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と

イ
ー
ト
イ
ン
を
兼
ね
た
店
舗
の
開
業
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、
新
商
品
の

開
発
、
さ
ら
に「
直
接
、
こ
の
味
を

届
け
た
い
」と
、
県
内
外
の
催
事
会

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

か
ん
ら
び
と

■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎
(74)
３
１
３
３

　
「
甘
楽
町
観
光
案
内
板
」が
６
月
８
日
、

上
信
電
鉄
・
上
州
新
屋
駅
の
駅
舎
内
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

案
内
板
は
町
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
高
崎

商
科
大
学
の
協
力
に
よ
り
完
成
し
た
も
の

で
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
学
生
た
ち
は
何

度
も
町
内
を
訪
れ
、
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
で
と
ら
え
た
町
の
魅
力
を
案
内
板
に
取

り
入
れ
ま
し
た
。

案内板を披露する高崎商科大学の教授と
卒業生を含む学生の皆さん

上
州
新
屋
駅
に

上
州
新
屋
駅
に

観
光
案
内
板
が
登
場
！

観
光
案
内
板
が
登
場
！

場
に
赴
き
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
い
く

中
で
、
先
代
と
意
見
が
対
立
し
た

こ
と
も
。
そ
れ
で
も
、
食
生
活
の

変
化
に
伴
い
既
存
の
事
業
形
態
だ

け
で
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
難
し

い
と
感
じ
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
笑
顔
で
振

り
返
り
ま
す
。

　

味
に
は
絶
対
の
自
信
を
持
ち

「
こ
の
人
か
ら
買
い
た
い
」と

思
っ
て
も
ら
え
る
関
係
を
築
き

た
い
と
日
々
奮
闘
中
。「
単
な
る

商
売
に
留
ま
ら
ず
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
自
分
も
周
囲

も
心
地
よ
い
場
を
つ
く
り
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
甘
楽
、
好
き
だ
な
」

と
話
す
菊
池
さ
ん
は
、
岩
手
県
内

の
大
学
に
進
学
、
会
社
員
と
し
て

就
職
し
た
経
験
を
持
ち
、
離
れ
て

み
て
町
の
良
さ
・
家
族
の
大
切

さ
・
家
業
の
魅
力
を
改
め
て
実
感

し
た
と
い
い
ま
す
。
幼
い
頃
、
手

を
ひ
か
れ
て
付
い
て
行
っ
た
う

ど
ん
の
配
達
時
に
お
客
さ
ん
に

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
人
と
話

す
の
が
好
き
だ
と
感
じ
た
、
そ

の
時
の
思
い
が
４
代
目
を
継
い

だ
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
町
の
人
々
に
育
て
ら
れ

た
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
う
ど
ん
を
通
し
て
甘
楽
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
恩
返
し
し
て
い

き
た
い
」と
熱
い
思
い
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
住

ん
で
い
る
人
、
町
内
で
働
い
て
い

る
人
な
ど
町
に
関
わ
り
が
あ
り
、

き
ら
り
と
輝
き
活
躍
す
る
人
の
姿

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

file 1

人とのつながりを大切にしたい

菊池さんの活躍は
お店のインスタで
見られます↓
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　第37回少年の主張甘楽町大会が
６月16日、甘楽中学校体育館で開
かれました。
　代表生徒10人は、家庭や学校生活、
社会の中での体験や心に感じてい
ることを自分の言葉で主張しまし
た。堂々と発表する姿に会場内か
ら大きな拍手が送られました。
　審査の結果は次のとおりです。
最優秀賞の受賞者３人は、７月１
日に甘楽町文化会館で開かれる西
部地区郡大会に出場します。

中学生が自らの思いを伝える　少年の主張

賞 学年 氏　名 題　名

最優秀賞
２年 土筆心愛 今を楽しめる二つの言葉
３年 大澤晴空 あの日私を変えてくれた友人へ
３年 森田望花 守り伝える

賞 学年 氏　名 題　名

優秀賞

１年 清水空麗 「かわいそう」じゃない
１年 清水海美 返す言葉
１年 中島千菜乃 自分で決めた部活だから
２年 黒澤友稀 いじりといじめの境界線
２年 荒木皐佑 Verbal expression
２年 茂原衣颯 「できる人」とは
３年 大類龍聖 戦争

※ 各賞の学年順に掲載しています。（敬称略）
※ 発表内容は町ホームページで
　ご覧いただけます。→

後列左から　 清水（空）さん、清水（海）さん、中島さん、黒澤さん、荒木さん、
茂原さん、大類さん

前列左から　土筆さん、大澤さん、森田さん

　新井ミツさん（大正12年６月10日生まれ・秋畑）が100歳の
誕生日を迎えられ、６月10日に茂原町長が自宅を訪問し、慶
祝状と祝金を手渡しました。
　新井さんは富岡市額部の生まれで、幼少期は秋畑で育ちまし
た。24歳で結婚後、農業の手伝いや土器の発掘の仕事などに
従事し、その間２男２女に恵まれ、孫11人、ひ孫21人がいます。
　長寿の秘訣は「好きなものを自由に食べること」で、現在デイ
サービスに通い周囲の人との会話を楽しみながら、自宅では大
好きな畑仕事をして穏やかに過ごしています。

新井さんの100歳を慶祝
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甘楽中生が躍動！県中学校春季大会

左から長岡朱莉さん（３年）、長
岡風菜さん（１年）、堀口真奈さ
ん（３年）、黒澤実栞さん（３年）

優勝の女子ハンドボール部

（６月３・４・10・11日開催）

準優勝のバレーボール部

優勝の男子ソフトテニス部

市川 巧さん（３年）準優勝の水泳女子団体

　群馬県中学校春季大会が６月に開催され、甘楽中
学校の生徒が熱い戦いを繰り広げました。
　上位成績を収めた生徒を紹介します。

女子4×100ｍリレー
 《出場選手4人は準優勝し
  た団体メンバーです》

メドレーリレー 第２位

フリーリレー 第３位
【個人】　長岡朱莉さん 400ｍ個人メドレー 第４位
（上写真左から１番目） 200ｍ個人メドレー 第６位
【個人】　長岡風菜さん 200ｍ平泳ぎ 第１位
（上写真左から２番目） 100ｍ平泳ぎ 第８位
【個人】　市川 巧さん 100ｍ背泳ぎ 第６位

アンブレラスカイ　広がっています

　甘楽中学校では、生徒会の皆さんの提案により多
くの生徒が参加できるよう各クラスの分担を決め飾
り付けを行いました。
　見る人を魅了するアンブレラスカイが、町の新た
なにぎわいの一つになりそうです。

　６月上旬まで甘楽総合公園
内で開催され多くの人が訪れ
たアンブレラスカイ。総合公
園内のイベントは終了しまし
たが、町の中で見つけること
ができました。

甘楽中学校の中庭

ら・ら・かんら

菓子工房こまつや
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　第46回町春季野球大会の決勝
戦が６月４日に甘楽野球場で開か
れ、20区若連会が優勝しました。
　大会結果、個人賞は次のとお
りです。（敬称略）

　優　勝…20区若連会（右写真）
　準優勝…柴田ブルズ

優勝は20区若連会！町春季野球大会

　☆最優秀選手賞…加藤慶貴（20区若連会）　
　☆殊勲賞…………五井冴紀（20区若連会）　　☆敢闘賞…………黒崎　忍（柴田ブルズ）

　こんにゃくパーク（小幡）が、文化庁の食文化機運醸成事業
「食文化ミュージアム」に認定されました。
　これは、ウェブ上の仮想ミュージアムにおいて、特色ある
食文化に関する発信や体験を提供している施設情報を紹介す
ることで、多くの人が食文化に触れ実際に各施設に足を運ぶ
機会につなげることを目的とした取り組みです。
　こんにゃくパークは、日本の伝統食材である“こんにゃく”
の文化とおいしさを伝えるため、工場見学や試食バイキング
を通じて魅力を発信している点が評価されました。
　横尾浩之社長は「群馬県を代表する“こんにゃく”が認められ
て大変うれしいです。もっともっと食べやすいおいしいこん
にゃくを開発していきます」と話しました。

食文化ミュージアムに認定　こんにゃくパーク

認定証を持ち「学んで、食べて、体験してもらい、
こんにゃくの魅力をお伝えします」と話す広報の
齊藤さん

パンが焼けたよ　稲含塾
　旧甘楽第三中学校の校庭で６月４日、町内の児童と保護者ら約70人
が野焼きパンとカレー作りに挑戦しました。材料の入ったビニール袋の
中でパン生地をこねて発酵させ、竹棒に巻いて炭火で焼き上げました。
　「袋を振ったりしながら材料を混ぜるのが楽しかった。自分で作っ
たパンは特別においしい」と新屋小学校３年の長岡 柊さん。食後は川
で水遊びを楽しみ、少し早い夏を満喫しました。
　これは町民有志による野外活動グループ「稲含塾（浅香勇二代表）」主
催の年８回ほどの企画の一つ。各回ごとに小学校経由で参加者を募集
し、次回は７月29・30日に４年生以上を対象にテント泊や雄川の源
流を探検する「キャンプアドベンチャー」を予定しています。
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初夏の鉢植展示会
　甘楽町鉢植クラブ（田中宏一会長・会員22人）の初
夏の鉢植展示会が５月26～28日、町文化会館で開か
れました。サツキやグミなど花や実を付けた鉢植え
などを主木にした席飾りのほか、定番の飾り方にと
らわれず披露したい一品を展示した「自慢コーナー」
を設けるなど、多くの作品が並びました。
　田中会長は「花物、実物、新緑を中心に多くの作品
を飾りにぎやかな展示となりました。会員は自慢の
鉢植えを見てもらえ、来場者の目を楽しませること
ができたかなと思います」と話されました。

作品を観賞し来場者と会員の会話も弾みました

人権擁護委員が表彰
　富岡人権擁護委員協議会の総会が５月17日、富岡
市生涯学習センターで開かれ、人権擁護委員の森田 
稔さん（善慶寺）が群馬県人権擁護委員連合会長表彰
を受賞しました。
　森田さんは、平成31年から委員を委嘱されており、
地域住民の皆さんに人権思想を広めてきました。特
に小中学校を中心に人権教室を通じて人権侵害が起
きないような啓発活動に尽力した功績が認められた
ものです。

大名庭園でホタル舞う
　「大名庭園のホタル鑑賞会」が、５月26・27日、６
月３日に国指定名勝楽山園で開かれました。
　ろうそくの灯に照らし出された夜の庭園の水辺に
ホタルが舞う幻想的な光景が見られました。
　３日間で約2,800人が訪れ、カメラやスマートフォ
ンでホタルを撮影する人、普段は味わうことのでき
ない夜の楽山園を散策する人、凌雲亭で抹茶を楽し
む人など思い思いに過ごしていました。
　今年は御殿前通りにラーメンやスイーツのキッチ
ンカーが登場し、新たなにぎわいも生まれました。

ガーランド製作
　民生委員・児童委員が子育てを応援する子育てサ
ロン「さくらんぼ」が、にこにこ甘楽の子育て支援セ
ンターで月２回開催されています。
　６月21日には「光の影絵～ガーランド製作」が開か
れ、親子18組36人が参加しました。セロファンを
丸と星の形のフレームではさんだパーツが用意され、
参加者はカラーセロファンを貼り付けたりペンで模
様を描き装飾しました。各パーツと紙粘土で作られ
たオブジェを麻のひもで結びつけ、窓に飾ると日の
光が透ける素敵なガーランドが完成しました。

する子育て
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■
健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

ひ
き
こ
も
り
支
援

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
生
き
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
渇
し
た

状
態
と
い
え
ま
す
。
回
復
の
た

め
に
は
、
時
間
を
か
け
て
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
低
下
し
て
す
ぐ
に
ひ
き
こ
も

る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
給
油
を
し
な
い
で
走

り
続
け
た
車
が
突
然
動
か
な
く

な
る
よ
う
に
、
昨
日
ま
で
職
場

や
学
校
に
行
っ
て
い
た
の
に
突

然
行
け
な
く
な
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
状
態
で
ひ
き

こ
も
る
と
、
回
復
ま
で
に
数
カ

月
以
上
を
要
し
ま
す
。

　

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
時

間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
貯
ま

り
、
７
〜
８
割
回
復
し
て
く
る

と
、
家
の
中
で
は
普
通

に
過
ご
せ
た
り
、
安
心

で
き
る
人
と
一
緒
な
ら

ば
少
し
ず
つ
外
出
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
焦
っ

て
無
理
や
り
外
に
出
す

と
、
う
ま
く
い
か
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
せ
っ

か
く
貯
ま
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
消
耗
し
て
し
ま

い
ま
す
。
十
分
に
改
善

す
る
ま
で
、
焦
ら
ず
に

待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
復
に
は
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
生

活
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
番
身
近
に
い

る
家
族
、
特
に
親
や
配
偶
者

が「
本
人
は
つ
ら
く
て
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
」「
回
復
す
る
た
め

に
、
今
は
ひ
き
こ
も
る
し
か
手

立
て
が
な
い
」と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
な
い
と
、
安
心

し
て
ひ
き
こ
も
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
が
長

引
く
と
き
は
背
景
に
本
人
が

強
い
対
人
恐
怖
、
集
団
恐
怖

を
抱
い
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

連載
№157

金井駐在所
林　昌宏さん

　

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交

通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
よ
り
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
５
年
度　

第
２
回

　

警
察
官
採
用
試
験
の
実
施

日
程

第
１
次
試
験　

９
月
17
日
㈰

最
終
合
格
発
表　

12
月
８
日
㈮

場
所　

群
馬
県
庁
な
ど

受
験
資
格

▼
警
察
官
A
：
平
成
２
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

令
和
6
年
３
月
31
日
ま
で
に
大

学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人

▼
警
察
官
B
：
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で「
警
察

官
A
」の
受
験
資
格
学
歴
に
該

当
し
な
い
人

出
願
期
間

７
月
14
日
㈮
〜
８
月
15
日
㈫

出
願
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送

　

詳
し
く
は
、
７
月
３
日
か
ら

配
布
す
る「
試
験
案
内
」で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
群
馬
県
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

④
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復

い
。

夏の県民交通安全運動
７月11日（火）～20日（木）

年間スローガン  急いでる 焦る気持ちが 事故を呼ぶ

サブスローガン　ありがとう 次は私が 譲ります。
 ➡子どもと高齢者の交通事故防止
 ➡自転車の交通安全意識の向上と交通事故防止

県警HP↑

エ
ネ
ル
ギ
ー

時　間 ひきこもり

見た目のエネルギー

実際のエネルギー

イイイイイイイイララララララライイライイイイイイイイイライラララララララライラライイイイイイ イイイイイライララララララライイイイイイイイイライラララララララライイイラライイイ ・・・・攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻撃性撃性撃性撃性性性性性撃撃性撃性撃性撃性性性性性性性性撃性性撃性性性性・・被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害感感感感感感感害感感害害害害害害害感害害感害感感感感感感感感感害害害害感感感感感害害害害感感感感情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情被被被被被被害害害害害害害感害感感感感感感感感感害 情情情情情情情情情情情情
強強強強強強強強強強強強迫強強迫強迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫強強強迫迫迫強強強強強強強強迫迫強強強迫強迫迫迫迫強強強迫迫迫迫強強強強強迫迫迫症症症症症症症症症症症症症症状症状症症状症状症状状状状状状状状状状状症症症状状状状症状状症状状状状症症症症症症状状状症症症状状状・・・・・強強強強強強強強強強強強強強いいいいこここいいいこここいいいいいいいいここここここここここここだだだだだだだだだだだだだだわだわわだわわわわわわわわわだだわわわだだだわわわわだだだだわだだだ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

著著著著著著著著著著著著著著著著著しししししししししししししし著著著し著著し著著著著著著著ししし著著著著しし著著著著 いいいいいいいいいいいいいいいい対いい対い対対対対対対対対対いい対対い対いいい対対対対対対人人人人人人人人人人人人人人人人恐人恐人恐人恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐恐人人人恐人恐人人人人恐恐恐恐恐人人人人人恐恐恐恐人人人人恐恐恐恐人人人人 怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖

ひきこもりの経過と回復

回
復
に
は「
安
心
・
安
全

な
環
境
」「
理
解
し
て
く
れ

る
人
の
存
在
」が
必
要

実
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

見
た
目
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は

ズ
レ
が
あ
る

長期化

回  復

安心・安全な環境
理解者の存在
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世 帯 5,092
(2)

人 口 12,527
(△５)

男 6,205
(△５)

女 6,322
(±0)

転 入 39

転 出 30

出 生 3

死 亡 17

５月31日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
　【７月の休館日】
３日（月）、10日（月）、18日（火）、24日（月）、
31日（月）

日　時　７月27日（木）　10時30分～
場　所　ら・ら・かんら２階　研修室
講　師　群馬県立自然史博物館　田中佑典先生
内　容　・アンモナイト化石のレプリカ作り
　　　　・ 中生代（約２億万年前から約6600万

年前）のお話
参加費　無料
対　象　小学生以上　先着20人
　　　　（小学校３年生以下は保護者同伴）

★参加したい人は、甘楽町図書館に電話で
　お申し込みください。

▶夏休みこどもイベント
【アンモナイト化石のレプリカ作り】

■ 産業課商工観光係 ☎64ｰ8320
　台湾の台南市と友好交流を実施しているみなかみ町からお借りした140個
のランタンを道の駅甘楽に展示しています。
　台湾では春節（旧正月）から数えて15日目にあたる「元

げんしょうせつ

宵節」にランタン
を灯す風習があり、これには邪気払いなどの意味があります。
　色鮮やかなランタンをぜひご覧ください。
■ 期 間　７月31日（月）まで展示予定　 　■ 場 所　道の駅甘楽（小幡444-1）

 ●● 願いを込めて ●●

台湾・台南市のランタンを展示しています

同伴

彼
女
が
言
わ
な
か
っ
た

す
べ
て
の
こ
と

桜
庭
一
樹
著
／

河
出
書
房
新
社

小
説
小
野
小
町　

百
夜

髙
樹
の
ぶ
子
著
／

日
経
B
P
日
本
経
済
新
聞

出
版

新
し
い
バ
ラ　

強
く
、

美
し
く
咲
か
せ
る

木
村
卓
功
著
／

N
H
K
出
版

さ
っ
と
！
つ
る
っ
と
！

夏
麺

重
信
初
江
著
／
池
田
書
店

な
か
よ
し

ち
び
ゴ
ジ
ラ

さ
か
ざ
き
ち
は
る
作
／

講
談
社

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

く
し
ゃ
み

阿
部
結
作
／

福
音
館
書
店

ネット、リアル、世界を
超えるパラレル小説

伝説にとらわれない小町
像を書く

あなたの知らない夏麺の
世界

近年進んだ品種改良や
お手入れも

おじいちゃんのくしゃみ
はせかいいち

ゴジラがこどもだったと
きのおはなし

も
も
よ

No image
No image

No imageNo image

No imageNo image
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「蕎麦づくり入門」オーナー募集中です「蕎麦づくり入門」オーナー募集中です
　　　　　　　　　　■ 産業課農林係（ちぃじがき蕎麦の里係）☎64ｰ8319

　蕎麦づくり入門は、地元蕎麦づくり名人の指導のもと蕎麦の種をま蕎麦づくり入門は、地元蕎麦づくり名人の指導のもと蕎麦の種をま
きき、、収穫した蕎麦収穫した蕎麦粉を使って蕎麦打ちまでを体験できるコースです。粉を使って蕎麦打ちまでを体験できるコースです。
　子どもから大人まで楽しめる充実した内容で、一人での参加はもち　子どもから大人まで楽しめる充実した内容で、一人での参加はもち
ろん、家族や友人との参加もお待ちしています。申し込みを希望されろん、家族や友人との参加もお待ちしています。申し込みを希望され
る人は、産業課農林係までご連絡ください。る人は、産業課農林係までご連絡ください。
■入門料　１万円（１区画約100㎡の畑）■入門料　１万円（１区画約100㎡の畑）

ふるさと甘楽仕送り便　ふるさと甘楽仕送り便　～ 町外でがんばる学生を応援します ～～ 町外でがんばる学生を応援します ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 産業課農林係☎64ｰ8319　 nourin@town.kanra.lg.jp

　親元を離れ、町外で生活している学生の皆さんに、生活
支援の一環として町内で製造・生産された食品の詰め合わ
せ「ふるさと甘楽仕送り便」を無料で２回お送りします。

申請書はホームページから
ダウンロードできます→

養育者が甘楽町に在住しており、町外（県内も可）に住ん
で大学院・大学・短大・専門学校・高校に在学している人対 象 者対 象 者

養育者または学生本人が産業課農林係に必要書類を郵送、
持参または電子メールで申請してください。電子メールの
場合、必要書類のデータを添付してください。

申込方法申込方法

①ふるさと甘楽仕送り便申請書
②学生証の写し
③ 学生が住民票を移していない場合、住所地が確認できるもの

必要書類必要書類

９月29日（金）申込期限申込期限

※写真はイメージです。

作　業 日　程
種まき ８月20日（日）
土寄せ ９月10日（日）
花祭り 10月１日（日）
収　穫 11月18日（土）
蕎麦打ち

（いずれか１日）
12月９日（土）・
10日（日)

道の駅甘楽で販売している
特産品の詰め合わせだよ！
ふるさと「かんら」を感じて
くれるとうれしいな♪

蕎麦打ち収穫土寄せ種まき

花祭り
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令
和
６
年
二
十
歳
の
つ
ど
い

町
外
者
受
付
と
実
行
委
員
募
集

◎
町
外
者
受
付

　

町
出
身
者
で
、
ふ
る
さ
と
で
二
十
歳

の
つ
ど
い
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

10
月
27
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

二
十
歳
の
つ
ど
い

令
和
６
年
１
月
７
日
㈰

※
成
人
の
日
の
前
日

時
間

▼
受
付
＝
午
後
１
時
〜　

▼
開
式
＝
午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

甘
楽
町
文
化
会
館

対
象
者

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◎
二
十
歳
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
を
募
集
！

　

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
企
画・運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

▼
二
十
歳
の
つ
ど
い
対
象
者
で
、
実
行

委
員
会（
数
回
開
催
）に
参
加
で
き
る
人

▼
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
盛
り
上
げ
た
い
人

募
集
人
数

15
人
程
度

応
募
期
限　

８
月
25
日
㈮

申
し
込
み
・
応
募
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課

社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

税
務
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
家
屋
の
新
築
や

　
　
　
　
　

増
築
の
際
は
ご
連
絡
を

　

令
和
５
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
６
年

１
月
１
日
ま
で
の
間
に
新
築
や
増
築
を

し
た
家
屋
に
対
し
て
、
令
和
６
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
な
ど
が
課
税
さ
れ
ま

す
。　
  

　

町
で
は
、
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め

に
該
当
す
る
世
帯
へ
家
屋
調
査
に
伺
い

ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い
日
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
建
築
確
認
申
請
時
の
図
面
な
ど
を
お

借
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
屋
の
取
壊
し
や

　
　
　
　

所
有
者
の
変
更
は
届
出
を

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
課
税
対
象
額
を
よ
り
的
確
に

把
握
し
て
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め

に
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
登
記

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
左
記
ま
で
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
税
務
係

☎
(64)
８
３
１
３

緊
急
通
報
装
置
を

　
　
　
　
　
　

貸
与
し
ま
す

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
要
援
護

高
齢
者
な
ど
に
、
急
病
な
ど
の
緊
急
時

に
通
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
装
置
を

貸
与
し
ま
す
。

　

緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
受
信

セ
ン
タ
ー
と
通
話
が
で
き
、
状
況
に
応

じ
て
協
力
者
や
親
族
へ
の
連
絡
、
救
急

車
の
出
動
を
要
請
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ま
た
は
要

援
護
高
齢
者

利
用
者
負
担
額

　

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
状

況
に
よ
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課
福
祉
係

☎
(67)
５
１
６
２

富
岡
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
申
告
書
の
提
出
先

　

令
和
４
年
７
月
か
ら
、
富
岡
税
務
署

の
申
告
書
は「
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

前
橋
分
室
」で
集
約
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
を
郵
送
で
富
岡
税
務
署

に
提
出
す
る
場
合
は
、
左
記
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
３
７
１
‐
８
５
８
７　

関
東
信
越
国

税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
前
橋
分
室　

※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

◎
質
問
・
相
談
に
つ
い
て

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
税
に

関
す
る
情
報
や
よ
く
あ
る
質
問
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署

☎
(63)
２
２
３
５

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

局
番
な
し
の
☎
１
８
８

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
と
き

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
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地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

内
閣
府
で
は
、
今
後
の
地
震
防
災
対

策
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

避
難
意
識
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　

７
月
１
日
㈯
〜

回
答
方
法　

回
答
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

U
RL

：https://en.surece.co.jp/
kaiko2023/

問
い
合
わ
せ

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）付

参
事
官（
防
災
計
画
担
当
）

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
６
９
９
６

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
群
馬
県

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
「
群
馬

県
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、
県

内
各
市
町
村
の
気
象
・
土
砂
災
害
・
地

震
・
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が
確
認

で
き
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
に

関
す
る
リ
ン
ク
先
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
非
常
時
に
備
え
て
自
分
の
ス

マ
ホ
な
ど
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

https://pref-gunm
a-bousai.

m
y.salesforce-sites.com

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練
に
興

味
が
あ
る
人
を
対
象
に
毎
月
職
業
訓
練

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
10
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
け
な
が
ら

無
料
の
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面
接

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配
信
中

で
す
。お
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

①
７
月
13
日
㈭　

②
８
月
17
日
㈭

③
９
月
14
日
㈭

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

☎
(62)
８
６
０
９

    
         

募　

集

募　

集

親
と
子
の
木
工
広
場

日
時　

７
月
30
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所　

富
岡
製
材
協
同
組
合

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
（
白
倉
）

対
象
者　
町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物　

の
こ
ぎ
り
、
か
な
づ
ち
、

か
ん
な
な
ど
の
工
具
、
ゴ
ミ
袋

申
込
期
限　

７
月
21
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
課
農
林
係

☎
(64)
８
３
１
９

夏
休
み
下
水
道
見
学
会

（
県
央
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

期
日　

７
月
30
日
㈰

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
見
学
時
間
１
時
間
程
度
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

内
容　

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
見
学
し
、

下
水
道
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族（
大
人
だ

け
で
も
可
）

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

先
着
２
０
０
名
様
に
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
下
水
道
総
合
事
務
所

（
県
央
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

佐
波
郡
玉
村
町
上
之
手
１
８
４
６
‐
１

☎
０
２
７
０
‐
６
５
‐
７
５
５
７

富
岡
准
看
護
学
校

上
期
学
校
見
学
説
明
会

　

令
和
６
年
度
入
学
生
募
集
の
た
め
、

学
校
見
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

･

７
月
26
日
㈬  

午
後
２
時

･

８
月
17
日
㈭  

午
後
２
時

･

９
月
21
日
㈭  

午
前
11
時

内
容　

学
校
内
見
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
学
費
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
な
ど

（
約
30
分
）

申
し
込
み
方
法　

各
開
催
日
の
前
日
午

後
４
時
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
立
富
岡
准
看
護

学
校（
富
岡
市
七
日
市
５
５
３
‐
１
）

☎
(62)
０
２
８
４（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
））

ハローワーク
富岡ＬＩＮＥ
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試　

験

試　

験

富
岡
地
域
医
療
企
業
団

職
員
採
用
試
験　
　

勤
務
場
所　

公
立
富
岡
総
合
病
院
ま
た

は
公
立
七
日
市
病
院

採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
理
学
療
法
士　
　

若
干
人

②
言
語
聴
覚
士　
　

若
干
人

③
臨
床
工
学
技
士　

若
干
人

④
薬
剤
師　
　
　
　

若
干
人

採
用
予
定
日　

令
和
６
年
４
月
１
日

受
験
資
格

①
〜
③
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
該
当
職
種
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

④
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
該
当
職
種
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

申
込
受
付
期
限　

７
月
14
日
㈮

試
験
日　

７
月
29
日
㈯　

試
験
方
法

適
性
検
査
・
小
論
文
試
験
・
面
接
試
験

申
込
用
紙
の
交
付

　

公
立
富
岡
総
合
病
院
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
総
務
課
職
員
係　

〒
３
７
０
‐
２
３
９
３　

富
岡
市
富
岡
２
０
７
３
‐
１　

☎
(63)
２
１
１
１

       
        

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

日
時　
９
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭（
２
日
間
）

場
所　

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　

防
火
管
理
の
知
識
、
危
険
物
の

安
全
管
理
な
ど

対
象
者

▼
資
格
取
得
希
望
者　

▼
収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

所（
消
防
法
第
８
条
の
対
象
事
業
所
）

講
習
費
用　

８
０
０
０
円

定
員

60
人

申
込
期
間

７
月
25
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈫

申
し
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３

FAX
０
３
‐
６
２
７
４
‐
６
９
７
７

https://w
w
w.n-bouka.or.jp/

家
事
支
援
講
習
（
富
岡
会
場
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業

を
希
望
す
る
人
が
、
新
た
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
技
能
講
習
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

日
程

８
月
７
日
㈪
・
８
日
㈫（
２
日
間
）

場
所　

ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
と
み
お
か

対
象

▼
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し
就
業
を

希
望
す
る
人

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
職

種
転
換
や
就
業
を
希
望
す
る
人

定
員

15
人　

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

（
公
財
）
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財

団
育
成
事
業
担
当

☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
４
０
０

FAX
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
１
６
６

初
心
者
の
た
め
の

３
級
簿
記
講
座

日
程　
９
月
１
日
㈮
〜
10
月
20
日
㈮
の
間
、

毎
週
２
回
（
水
・
金
曜
日
）

時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

場
所　

富
岡
市
勤
労
者
会
館

講
義
内
容

▼
簿
記
会
計
（
26
時
間
）

▼
租
税
教
室
（
２
時
間
）

講
師　

一
般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

受
講
料　

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、
８
月
18

日
㈮
ま
で
に
富
岡
商
工
会
議
所
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
商
工
会
議
所

☎
(62)
４
１
５
１　

FAX
(64)
３
３
４
１

information
甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
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